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小学校「外国語活動・外国語」の英語を点検する

1 ．͡Ίʹ

　第二言語習得研究においては、学習者が産み出す誤りは避けることのできない発達過程
上の現象であると考えられている。小学校の「外国語活動」が第 3学年に引き下げられ、
第 5学年からは「外国語」が教科として導入されることが決まったが、今後も児童は誤り
を繰り返しながら英語を学習していくであろう。他方、授業で使用される教材、あるいは
教員がしばしば参照する指導書や教え方に関する解説書は、影響力の大きさから正確かつ
適切な内容でなければならない。中学校や高等学校の教科書や指導書の場合、誤りや不適
切な記述があれば、英語を専門とする教員によって指摘され、出版社にフィードバックさ
れる可能性がある。しかし、「外国語活動・外国語」の教材や指導書の場合、小学校教員
が必ずしも英語を専門としているわけではないことから、ほとんど気付かれずにそのまま
放置されてしまいかねない。
　試みに文部科学省が発行している「外国語活動・外国語」の教材である Let’s Try! 1 & 2

と We Can! 1 & 2 の指導書や市販の解説書を調べてみたところ、文法上の誤り、不適切な
表現、一貫性のない例文、不正確な説明が多数見つかった。それどころか、文科省が示し
ている「学習指導要領解説」にさえ様々な問題点があることがわかった。そこで本稿では、
「外国語活動・外国語」の「学習指導要領解説」、文科省が発行している上記の教材と指導
書、さらに教え方に関する市販の解説書を点検することで、問題点を指摘するとともに修
正案を提示していく1）。なお、本稿の目的はこうした問題点が早急に是正されることを促
し、教材や指導書・解説書の質を高めることにあり、特定の個人やグループに対する批判
を意図したものではない。以下で検討する誤りや不適切な例、あるいは説明不足な点があ
るからと言って、教員にとっての有用性が完全に損なわれているわけではないことを予め
申し上げておく。

2 ．Իදهʹؔ͢Δ

　現在の英語教育では、中学 2年生用の教科書から発音記号が登場する。しかし、その指
導は任意であり、また音声学を正式に学んだ経験がなければ、発音記号に関する正確な知
識を持つことなく小学校教員として採用されてしまう。結果として、例えば中高の教科書
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や「外国語活動・外国語」の指導書・解説書では、［e i］のように音声学上の区別を表す
［　］が用いられている一方、「学習指導要領解説」や『ジーニアス英和辞典』を初めとす
る多くの辞書では、/ e i / のように音韻論上の区別を表す / / が使われていることを知らぬ
まま教壇に立つことになる2）。
　さて、指導書や解説書における具体的な音声表記であるが、異音の表記にも使用される　
［　］ではなく音素の区別を示す / / を用いるべきであることを除けば、不適切な個所が数
多くあるわけではない。しかし、下に掲げた発音記号はすべて修正が必要である。
　（ 1）　 a ．d r a g o n ［d r æ ` g（ə）n ］　─吉田（2017a ：72）
　　　　b ．d r a g o n ［d r ǽa g（ə）n ］　─吉田（2017b ：81）
　（ 2）　 a ．g u i t a r ［gܼtt́ܤ:］　─吉田（2017a ：72）
　　　　b ．g u i t a r ［gܼti�r］　─吉田（2017b ：81）
　（ 3）　 p o s t［pzݜst］　─吉田（2017b ：81）
　（ 4）　 g l o v e ［g Ďʌv ］　─吉田（2017b ：81）
（ 1）と（ 2）の標準的な発音の表記は、それぞれ / d r ǽ（ܳə）n /、/ܼܳt́ܬܤ /（または /ܼܳt́ܤ�r /）
である。（ 3）の場合、 1音節の語はアクセント記号を略すのが慣例（なお、 g r a v e  a c c e n t

は第 2アクセントに用いられる）であるから、/poݜst / が適切である。また、（ 4）では、
子音 / l / ではなく母音 /ʌ / の上に強勢が置かれるが、やはり 1音節であるためアクセン
ト記号は不要である。
　さらに、文字と発音の関係について、次のような記述がある。
　（ 5）　ABCを［a ］［b ］［k ］と読む音

おん

読み　─大城　（2017：106）
音読みはアルファベットの名称読みに対比されるもののようであるが、英語の Aは単独
の短母音として［ a ］と読まれることはない。文部科学省（2018 a ：20, 87）でも、「語の中
では / æ /」と発音されることを、b a g 等を例に挙げて言及している3）。

ú ．จ๏ʹؔ͢Δ

　小学校の「外国語活動・外国語」では、英語に慣れ親しむことが目標の一部となってい
る。児童が触れることになる英語は、教材の英語だけでなく、小学校教員が話す英語も含
まれる。当然、そうした英語は文法的に正しいものであることが望まれるが、母語話者で
あってもつねに正しいとされる英語を話しているわけでなく、ましてや非母語話者である
小学校教員の英語に誤りが含まれることは避けられない。しかし、教員が使用する教材や
参照する指導書・解説書は、可能なかぎり文法上の誤りや不正確な説明がないように、細
心の注意が払われる必要がある。

ú ．1 ɹ໊ࢺɾࢺף

　「外国語活動・外国語」の授業では、名詞表現を中心に学習が進んでいく。そのため、
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教材や指導書・解説書には、名詞と冠詞に関わる誤りが最もよく現れる。

ú ．1 ．1 ɹՄࢉɾෆՄࢉの۠ผ

　ほとんどの名詞は可算・不可算の両方の形で使用される。どちらで表現すべきかは、話
者がどのように対象を捉えているかによって決まってくるが、言語慣習によって好ましい
とされる形が存在する場合もある。まずは、可算扱いでなければならないにもかかわらず、
冠詞が落ちているケースから見ていこう。
　（ 6）　a ．Ar e  y o u  c h e e t a h ? 　─菅（2018b ：60）
　　　　b ．W e  s p e n t  v e r y  h a p p y  t i m e , b u t  w e  h a d  a  b i g  m i s t a k e ! 　─兼重・佐々木（2018：109）
　　　　c ．I  a s k e d  h i m  “H e y , On i z u k a - k u n , d o  y o u  l i k e  Gu n d a m ? ” a n d  h e  a n s w e r e d  “Y e s ! ” w i t h  s m i l e !

　　 ─兼重・佐々木（2018：113）
（ 6 a ）の c h e e t a h は a  c h e e t a h 、（ 6 b ）の v e r y  h a p p y  t i m e は a  v e r y  h a p p y  t i m e 、（ 6 c ）の w i t h  

s m i l e は w i t h  a  s m i l e がそれぞれ正しい。
　次の（ 7）の場合、N H K と n e w s は形容詞的な修飾語として機能しているにすぎず、中心
となる名詞 p r o g r a m は可算の形で言語化する必要がある。
　（ 7）　So  I  o f t e n  w a t c h  N H K  n e w s  p r o g r a m .　─兼重・佐々木（2018：123）
もし N H K のニュース番組全般を意味しているのであれば、 N H K  n e w s  p r o g r a m s と複数形
に訂正し、ある決まった 1つのニュース番組を意味するのであれば、N H K ’s  n e w s  p r o g r a m

とするのがよいであろう。
　反対に不可算で用いた方がよい例を見ておこう。まず、c h o c o l a t e であるが、チョコレー
トの詰め合わせで様々な味のものが入っているような場合には、可算で用いられる可能性
があるが、一般論としてチョコレートが好きであることを意味する場合は、不可算扱いで
ある。したがって、後者の意味であれば、（ 8 a ）は適切ではなく、（ 8 b ）のように不可算で
表現することになる。
　（ 8）　 a ．I  l i k e  c h o c o l a t e s .　─兼重・佐々木（2018：41）
　　　　b ．I  l i k e  c h o c o l a t e  a n d  b a n a n a s .　─文部科学省（2018d ： 8）
　下の（ 9 a ）の c l a y は、例えば T h e r e  i s  a  c l a y  t h a t  a l l o w s  u s  t o  m a k e  t h i n  p o t s . のように種類
を強調するのでなければ、不可算で用いるのが通例であり、t h e r e  i s （s o m e ）c l a y がよい。
また、（ 9 b ）の a  g l u e は、s o m e  g l u e と不可算で表現するか、もしくは a  g l u e  s t i c k とすべき
である。
　（ 9）　 a  ．H i n t  N o . 3, t h e r e  i s  a  c l a y .　─兼重・佐々木（2018：141）
　　　　b ．I  h a v e  t w e l v e  p e n s , f o u r  p e n c i l s , a  r u l e r , a  g l u e  a n d  a n  e r a s e r .

 ─兼重・佐々木　（2018：29）
　続いて、名詞が可算と不可算の両方の形で用いられている事例を取り上げる。（10）の
o r a n g e は、「オレンジ」という果物を意味している場合は可算扱い、「オレンジ色」を表し
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ている場合は不可算扱いになる。
　（10）　a ．I  w a n t  a n  o r a n g e , p l e a s e .　─兼重・佐々木（2018：135）　
　　　　b ．I  l i k e  o r a n g e .　─文部科学省（2018d ：20）
　（11）の s t e a k は、「肉」としての認識であれば不可算の形で、個別性を強調する場合は
可算の形で表現されると考えられる。
　（11）　a ．I ’d  l i k e  b e e f s t e a k .　─文部科学省（2018d ：81）
　　　　b ．I ’d  l i k e  m i l k , a  b e e f s t e a k , Fr e n c h  f r i e s , s a l a d , y o g u r t  a n d  b r e a d .

　 ─文部科学省（2018d ：80）
　　　　c ．I  l i k e  h a m b u r g e r  s t e a k s .　─文部科学省（2018d ： 8）
　次の（12）の d e s s e r t については、Ca m p b e l l - L a r s e n 氏によれば、「デザート」が注文される
ことが十分予期される文脈では不可算扱いに、注文されるかどうか不確かな場合には可算
扱いになるかもしれないが、実質的な意味の差はないのではないかという。
　（12）　a ．I ’d  l i k e  f r u i t  f o r  d e s s e r t .　─文部科学省（2018d ：79）
　　　　b ．Y o u  c a n  o r d e r  a  m a i n  d i s h , a  s i d e  d i s h  a n d  a  d e s s e r t .　─文部科学省（2018d ：79）
　さらに、（13a ）の冠詞なしの kendamaは不可算扱いであり、「剣玉で遊ぶこと」あるい
は「（遊びとしての）剣玉」を意味しているのに対して、（13 b ）の不定冠詞が付けられた
kendamaは可算扱いになっており、「剣玉」という物理的に存在する玩具を意味している。
これは b a s e b a l l が「野球」というスポーツを表し、a  b a s e b a l l が「野球のボール」を意味す
るのと同じ関係にある。
　（13）　a ．I  l i k e  k e n d a m a  v e r y  m u c h .　─文部科学省（2018d ： 9）
　　　　b ．Sa t o s h i , d o  y o u  h a v e  a  kendama? 　─文部科学省（2018d ：11）
　日本語では可算性を意識する必要がないため、日本人英語学習者にとって、（10）から
（13）に見られる意味やニュアンスの違いを感じ取ることは困難である。したがって、 1つ
の教材や指導書の中で可算・不可算の両方の形を使用せざるをえないときには、差異に関
して何らかの解説を付けることが望まれる。

ú ．1 ．2 ɹ୯ɾෳの۠ผ

　可算・不可算の区別の場合とは異なり、日本語を母語とする英語学習者であっても、単
数と複数という概念は持っている。しかし、日本語はそうした区別を積極的に表現する言
語ではないため、単数か複数かをつねに意識しながら英語を使うことは学習者にとって難
しい。とは言うものの、（14）のような明らかに誤りだと判断される例は、直ちに修正され
なければならない。
　（14）　a ．M a n y  c o l o r f u l  f r u i t !   P i n e a p p l e s , d r a g o n  f r u i t s , b a n a n a s .　─文部科学省（2018c ：28）
　　　　b ．L e t ’s  t a k e  a  l o o k  a t  a  d a y  o f  a  j u n i o r  h i g h  s c h o o l  s t u d e n t s .　─文部科学省（2018e ：86）
　　　　c ．W e  c a n  e a t  d e l i c i o u s  s o b a  n o o d l e .　─大城（2017：98）
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　　　　d ．I  c l a p  m y  h a n d  w h e n  i t  c o m e s  t o  E .　─吉田（2017a ：123）
（14a ）は M a n y とともに用いられているのであるから f r u i t s が正しく、（14b ）は不定冠詞 a

が付けられているにもかかわらず、 s t u d e n t s と複数形になっている点がおかしい。また、
（14c ）は n o o d l e s が正しいが、この誤りはカップラーメンの商品名の影響があるのかもし
れない。さらに、（14d ）の場合、「手をたたく」には両手が必要であるから複数形にすべき
である。
　次に「かき氷」を意味している（15）であるが、t h i s と s h a v e s で数が一致していない。対
象をどのように捉えるかにもよるが、t h e s e  c o l o r f u l  i c e  s h a v e s のように複数の側に寄せるか、
もしくは文部科学省（2018e ：46）の I  a t e  s h a v e d  i c e . という例を利用して、t h i s  c o l o r f u l  

s h a v e d  i c e に訂正すべきである。
　（15）　Y o u  c a n  s e e  t h i s  c o l o r f u l  i c e  s h a v e s .　─兼重・佐々木（2018：63）
　下の（16）は英文自体に誤りがあるわけではない。しかし、同書のイラストを見ると、複
数の「足跡」が確認できる。
　（16）　I t ’s  a  r a b b i t ’s  f o o t p r i n t .　─文部科学省（2018b ：35）
N H K の『スーパーえいごリアン』には、I  t h i n k  t h e s e  f o o t p r i n t s  a r e  a  r a b b i t ’s  f o o t p r i n t s . とい
う表現が出てくる。（16）のケースも、 T h e s e  a r e  a  r a b b i t ’s  f o o t p r i n t s . とした方がよいであろ
う。
　（17）のやり取りでは、数の面で論理的に矛盾する点が見られる。まず、担任は「オレン
ジを 1つ欲しい」と言っているが、AL T に「いくつ」と尋ねられると、「 2つください」
と答えており、突然、単数から複数へと数が増えている。
　（17）　AL T  :  W h a t  d o  y o u  w a n t ?

　　　　担任 :  I  w a n t  a n  o r a n g e , p l e a s e .

　　　　AL T  :  OK .   H o w  m a n y  o r a n g e s ?

　　　　担任 :  T w o , p l e a s e .

　　　　AL T  :  T w o ?   OK .   I s  t h a t  a l l ? （注文は各 5つ、 4種類まで）H e r e  y o u  a r e .

　　　　担任 :  W o n d e r f u l !   T h a n k  y o u .

　　　　AL T  :  Y o u ’r e  w e l c o m e .　─兼重・佐々木（2018：135）
Ca m p b e l l - L a r s e n 氏によれば、「（果物の）オレンジ」というカテゴリーに強い意識が向い
ているときには、母語話者の英語として a n  o r a n g e はありうる言い方だという。しかし、
こうした数の矛盾を避けるためには、I  w a n t  s o m e  o r a n g e s . のような複数であることは意味
しているが、具体的な数をぼかした表現を使った方が無難であり、解説を加える必要もな
くなる。
　続いて、単数か複数かで揺れている例を挙げておこう。まずは、s p o r t からである。
　（18）　a ．Ar e  y o u  g o o d  a t  s p o r t s ? 　─文部科学省（2018e ：57）
　　　　b ．W h a t  s p o r t  a r e  y o u  g o o d  a t ? 　─文部科学省（2018e ：57）
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　（19）　a ．A :  W h a t  s p o r t s  d o  y o u  l i k e ?

B :  I  l i k e  b a s e b a l l .　─文部科学省（2018a ：107）
　　　　b ．A :  W h a t  s p o r t  d o  y o u  l i k e ?

B :  I  l i k e  s o c c e r .　─文部科学省（2018a ：120）
一般に s p o r t は、イギリス英語では集合的な意味合いが前面に出され不可算扱いになるの
に対して、アメリカ英語では個別性に重点が置かれ可算扱いとなる。後者の場合、話し手
が聞き手に対して答えをいくつ求めているのかによって、単数形と複数形が使い分けられ
る。因みに、複数の種類のスポーツが好きであったり、得意であったりする可能性は十分
に想定されるため、複数形で尋ねるのはごく普通のことである。
　（20）の s u b j e c t は、「科目」の意味では不可算の用法はないものの、単数と複数の使い分
けという点では s p o r t に似ている。
　（20）　a ．W h a t  s u b j e c t s  d o  y o u  l i k e ? 　─菅（2018c ：24）
　　　　b ．A :  W h a t  s u b j e c t  d o  y o u  l i k e ?

B :  I  l i k e  m a t h  a n d  E n g l i s h .  　─菅（2017：156）
興味深いことに、先程の（19 a ）の例で Aは s p o r t s と複数形を用いて尋ねているが、Bはそ
の答えとして b a s e b a l l しか挙げていないのに対して、（20 b ）では Aが s u b j e c t と単数形で尋
ねているにもかかわらず、Bは m a t h と E n g l i s h の 2つを挙げている。これは、尋ねる側だ
けでなく答える側も自由に数を選択してよいことを示すものである。
　可算か不可算か、さらに単数か複数かで揺れが見られる別の例としては、小学校の授業
でよく使われる f r u i t という名詞がある。これに関しては、先に用法を整理しておこう。
　（21）　a ．Ch i l d r e n  s h o u l d  e a t  f r u i t  a n d  v e g e t a b l e s .  　不可算（集合的）
　　　　b ．E a t  a  p i e c e  o f  f r u i t .　不可算（部分）
　　　　c ．Av o c a d o s  a r e  a  f r u i t .　可算（単数）
　　　　d ．Ch o o s e  f r o m  a  s e l e c t i o n  o f  f r u i t s .　可算（複数）
上記の用法を参考にしながら、次の例を見てみよう。
　（22）　a ．I  l i k e  f r u i t s .　─兼重・佐々木（2018：89）
　　　　b ．W h a t  f r u i t  d o  y o u  l i k e ? 　─文部科学省（2018b ：20）
　　　　c ．店員 :  W h a t  f r u i t s  d o  y o u  w a n t ?

客　 :  I  w a n t  a p p l e s  a n d  b a n a n a s .　─文部科学省（2018a ：116）
まず、果物全般を表したいときには、（21 a ）がそうであるように集合的に捉えるのが通例
であり、複数形を用いた（22a ）ではなく、I  l i k e  f r u i t . のように不可算で表現する。ところが、
好きな果物や欲しい果物の種類を尋ねる疑問文においては、f r u i t を可算扱いにして、単数
形で用いることも複数形で用いることもできる。（22b ）においては、答えとして 1種類の
果物が想定されているのに対して、（22c ）では複数の種類が想定されていると考えられる。
（21）に示した用法に関する知識は、初学者である児童にとって差し当たり必要なものでは
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ないが、 f r u i t は頻繁に登場する名詞なので、教える側の立場としては正確に理解しておき
たい事項ではある。
　続いて、曜日である。曜日は大文字で始まることから固有名詞的な存在として位置付け
られているが、可算扱いの普通名詞になることもある。
　（23）　a ．W e  s t u d y  / h a v e  E n g l i s h  o n  M o n d a y  a n d  W e d n e s d a y .　─文部科学省（2018a ：112）
　　　　b ．Do  y o u  h a v e  P . E .  o n  M o n d a y s ? 　─文部科学省（2018a ：86）
　（24）　a ．I  l i k e  Fr i d a y .　─文部科学省（2018d ：29）
　　　　b ．I  l i k e  M o n d a y s .　─文部科学省（2018a ：40）
（23）に見られる違いについて、『ウィズダム英和辞典』は「o n  Su n d a y は過去時制の文では
「この前の日曜日」，現在・未来時制の文では「今度の日曜日」を表す．さらに「日曜日は
いつも；毎週日曜日に」の意味もあり，o n  Su n d a y s とするとさらに習慣性が強まる」と説
明している。（24）は曜日に前置詞 o n を伴っていないが、複数形の曜日の方が何かよいこ
とが繰り返し起こるという気持ちが表されていると考えられる4）。
　アルファベットの文字を固有名詞的に用いれば、（25 a ）のように冠詞は付かないが、数
が問題となれば可算扱いの普通名詞として用いられる。（25b ）については、X の発音は母
音で始まるので不定冠詞 a n が、また（25c ）に関しては、e が 3つあるために複数であるこ
とを示す - s が付けられていることにも注意したい5）。
　（25）　a ．I  h a v e  “O” a n d  “M ” i n  m y  n a m e .　─文部科学省（2018b ：27）
　　　　b ．I  h a v e  a  “T ” a n d  a n  “X .”　─文部科学省（2018c ：26）
　　　　c ．I  h a v e  a  “T ” a n d  t h r e e  “e ”s .　─文部科学省（2018c ：26）

ú ．1 ．ú ɹఆɾෆఆの۠ผ

　定性という概念は、小学校の「外国語活動・外国語」で積極的に教える必要はない。児
童が名詞の前に / ð（ə）/ という音が存在することに気付くだけで十分である。しかし、小
学校教員としては、英語が専門ではなくても、定性に関する知識をある程度は身に付けて
おきたい。定性については、「ある名詞が指している対象を、文脈や場面から聞き手も
知っていると話者が考えている場合には、定冠詞が用いられる」と理解しておけば、指導
する際に役立つであろう。まずは、この定義から逸脱しているために、不自然に聞こえる
ケースから見ていこう。
　（26）　a ．Welcome to Nagaoka in Niigata.  We have the fireworks festival.　─菅（2018b ：32）
　　　　b ．W e  h a v e  a  s n o w  f e s t i v a l  i n  a  c i t y .　─文部科学省（2018a ：104）
　　　　c ．Fi r e w o r k s  f e s t i v a l  i s  f u n .　─吉田（2017b ：34）
（26a ）の 2つ目の文は、the fireworks festivalと定冠詞が使われていることから、「聞き手も
知っているはずの花火大会がある」という意味を表してしまっており、文脈次第ではある
ものの、あまり自然な流れになっていない。初めて「花火大会」について紹介するのであ
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れば、W e  h a v e  a （f a m o u s ）fireworks festival.とし、その後に説明の文が続く形にすれば問
題ない。反対に（26b ）の例では、主語が W e であるにもかかわらず、文末に i n  a  c i t y という
表現が用いられている。不定冠詞の存在は、W e と a  c i t y の間には関係性・結束性がない
ことを示すものであり、全体として奇妙な文になってしまっている。定性は人称代名詞に
よっても表現されるので、ここは i n  o u r  c i t y とすべきであろう。（26c ）の場合、一般論を
表しているのであれば、複数形にして Fi r e w o r k s  f e s t i v a l s  a r e  f u n . とし、「聞き手も知ってい
るはずの花火大会」という意味であれば、定冠詞を付けて The fireworks festival is fun.と修
正する必要がある。f e s t i v a l は可算扱いであり、固有名詞的に使用される事例を除き、裸
の単数形では用いられない。
　ところが、少々困ったことに、名詞 f e s t i v a l の前に日本語の祭名を付けるケースでは、
定冠詞 t h e を用いるのか、さらに言えば大文字で書き始めるのか、イタリック体で表記す
るのか、引用符を付けのるかといった点で、かなりの揺れが見られる。
　（27）　a ．I  l i k e  Yamakasa f e s t i v a l .　─文部科学省（2018a ：37）
　　　　b ．T h e  “N e b u t a  Fe s t i v a l” i s  a  b i g  s u m m e r  f e s t i v a l  i n  Ao m o r i  i n  J a p a n .

 ─文部科学省（2018d ：17）
　　　　c ．t h e  T a n a b a t a  Fe s t i v a l　─文部科学省（2018e ：16）
　　　　d ．I  l i k e  Ao i  f e s t i v a l .　─菅（2017：73）
最も妥当な表記方法は（27c ）であろう。Ox f o r d  St r e e t と同様に定冠詞を落とし完全に固有
名詞化させても差し支えないが、その場合は Fe s t i v a l と大文字で始めるのが適切である。
祭の名称を敢えてイタリック体で表記したり、引用符を付けたりする必要はない。
　「自分の教室」をどのように言い表すかについては、いくつかの可能性がある。文部科
学省（2018c ）では 3種類の表現が登場する。
　（28）　a ．T u r n  l e f t  a t  t h e  c l a s s r o o m .　─文部科学省（2018c ：33）　
　　　　b ．T h i s  i s  m y  c l a s s r o o m .　─文部科学省（2018c ：32）
　　　　c ．Ou r  c l a s s r o o m  i s  m y  f a v o r i t e  p l a c e .　─文部科学省（2018c ：34）
定冠詞 t h e は、名詞の指示対象が文脈や場面において唯一的存在であること、つまり他に
指しうるものがないことを表すものである。すでに言及した指示対象に再度言及する場合
は別であるが、文脈の支えがない状態で、（28a ）のように t h e  c l a s s r o o m とすると、「この学
校には教室が 1つしかない」という意味を表しかねないので注意を要する6）。
　逆に、他に指しうるものがないことを表すという点を利用しているのが、次の（29）であ
る。定冠詞を用いることによって、「これが（わが校に 1つしかない）体育館だ」という
ことが含意されている7）。
　（29）　T h i s  i s  t h e  g y m .　─文部科学省（2018c ：34）
　続いて、「 t h e ＋名詞の複数形」であるが、この形式はひとかたまりとなっている対象を
全体としてまとめて表現する時に用いられる。下の例では、両方とも t h e が付けられてい
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るが、単数か複数かの違いがあり、意味も異なる。
　（30）　a ．I  w e n t  t o  t h e  m o u n t a i n .　─文部科学省（2018e ：46）
　　　　b ．I  w e n t  t o  t h e  m o u n t a i n s .　─文部科学省（2018e ：46）
聞き手も知っているはずの「（ 1つの）山」に行ったのであれば、（30a ）はもちろん正しい。
しかし、「（海ではなく）山に行った」ということを表現したいのであれば、（30b ）のよう
に t h e  m o u n t a i n s が慣習的に用いられる。
　下の（31）の場合、様々な競技種目をひとまとめにしたものが「オリンピック」であるか
ら、t h e  Ol y m p i c  Ga m e s に修正しなければならないが、略して t h e  Ol y m p i c s としてもよい。
いずれにしても、「t h e ＋名詞の複数形」である。（32）については、「大リーグ」が t h e  

Am e r i c a n  L e a g u e と t h e  N a t i o n a l  L e a g u e の 2つのリーグによって構成されているため、両者
を一括して表現するときは、t h e  M a j o r  L e a g u e s となる。
　（31）　I n  2020, i n  T o k y o , w e  h a v e  t h e  Ol y m p i c  Ga m e .　─兼重・佐々木（2018：43）
　（32）　I  w a n t  t o  p l a y  i n  M a j o r  L e a g u e  i n  t h e  f u t u r e .　─菅（2017：126）
しかし、次の（33）のように、「大リーグ野球」を意味する場合、M a j o r  L e a g u e  Ba s e b a l l に
t h e は不要である。b a s e b a l l はあくまで b a s e b a l l なのである。
　（33）　T h e n  I  w a n t  t o  w a t c h  t h e  M a j o r  L e a g u e  Ba s e b a l l ! 　─文部科学省（2018d ：59）
上例では t h e を取る以外に、a  M a j o r  L e a g u e  Ba s e b a l l  g a m e や M a j o r  L e a g u e  Ba s e b a l l  g a m e s の
ように、「試合」を際立たせることもできる。
　今度は、同格であると考えて、定冠詞 t h e を誤って付けてしまった事例である。
　（34）　L o o k  a t  t h e  p a g e s  50 a n d  51.　─文部科学省（2018e ：67）
類似の例で説明するならば、定冠詞を伴わない n u m b e r  o n e は「 1番」や「最良」という
意味であるのに対して、同格のために定冠詞を伴っている t h e  n u m b e r  o n e は「数字の 1」
あるいは「 1という数字」を意味する。だが、上掲の（34）は同格ではない。「課」や「講」
を意味する l e s s o n あるいは u n i t も、L e s s o n  1 や U n i t s  2  a n d  3 のように定冠詞は不要である。
ただし、数とともに用いられていない（35）の l e s s o n は可算扱いであり、裸で使用すべきで
はない。
　（35）　L e t ’s  s t a r t  E n g l i s h  l e s s o n .　─吉田（2017a ：99）
上例は、o u r  E n g l i s h  l e s s o n や t o d a y ’s  E n g l i s h  l e s s o n のように修正しなければならない。

ú ．2 ɹ໊ࢺ

　人称代名詞が何を受けているのかは、文脈や場面から解釈することになるが、若干の判
断を要するケースが見られる。下の例では、後続する文の主語 I t は何を指しているのだ
ろうか。
　（36）　a ． I n  Fr a n c e  p e o p l e  e n j o y  e a t i n g  “e s c a r g o t” o r  s n a i l s .   T h e y  a r e  c o o k e d  w i t h  b u t t e r  a n d  

h e r b s .   I t ’s  d e l i c i o u s  a n d  v e r y  p o p u l a r .　─文部科学省（2018d ：77）
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　　　　b ． T h e r e  a r e  t h r e e  k i n d s  o f  a n i m a l s  t h a t  I  l i k e .   Ca n  y o u  g u e s s  m y  f a v o r i t e  a n i m a l s ?   I t　
i s  w h i t e .　─兼重・佐々木（2018：79）

（36a ）の T h e y は複数形の s n a i l s であることは間違いないが、 I t は引用符で囲われた
e s c a r g o t という名の料理のようである。他方、（36b ）の場合は、これから 1種類ずつ動物
を列挙していこうとして、I t を用いているのであろうか。
　次の（37a ）の場合、t h e y が N i a g a r a  Fa l l s を指していることは明らかである。（37b ）では、
2番目の文に現れる I t は t h e  a u r o r a を受けていると思われるが、最後の文に出てくる I t は
何を指しているのであろうか。t h e  R o c k y  M o u n t a i n s であろうか、それとも N i a g a r a  Fa l l s で
あろうか。
　（37）　a ．Oh , I  w a n t  t o  s e e  N i a g a r a  Fa l l s , t o o .   I  h e a r  t h e y  a r e  w o n d e r f u l .

　 ─文部科学省（2018d ：59）
　　　　b ． Y o u  c a n  s e e  t h e  a u r o r a .   I t ’s  b e a u t i f u l .   Y o u  c a n  s e e  t h e  R o c k y  M o u n t a i n s  a n d  y o u  c a n  

s e e  N i a g a r a  Fa l l s .   I t ’s  b e a u t i f u l  i n  w i n t e r .　─文部科学省（2018d ：61）
形式上、t h e  R o c k y  M o u n t a i n s も N i a g a r a  Fa l l s も複数扱いになっているので、いずれでもない。
考えられるとすれば、文脈から思い浮かべられた眺め（ t h e  v i e w ）を I t と表現したのでは
ないかということである。こうした I t の使い方は日常会話的には不自然でないかもしれ
ないが、学校英語としては破格であり、何らかの解説がないと小学校教員の間で混乱を来
す怖れがある。
　人称代名詞以外では、不定代名詞に誤りが見られた。（38a ）は a  r e d  o n e に、（38b ）は
b l a c k , b r o w n , a n d  r e d  o n e s に直さなければならない。
　（38）　a ．H o w  a b o u t  r e d  o n e ? 　─菅（2017：125）
　　　　b ．W e  h a v e  b l a c k , b r o w n , a n d  r e d  o n e .　─菅（2017：153）　
不定代名詞 o n e が形容詞を修飾語として伴う時には、冠詞を付けるか複数形にする必要が
ある。

ú ．ú ɹલஔࢺɾ෭ࢺ

　前置詞に関しては、基本的な部分で誤りがあったわけではないが、修正すべきものを挙
げておく。
　（39）　a ．W e l l , w e  w e n t  c a m p i n g  t o  t h e  r i v e r .　─文部科学省（2018e ：50）
　　　　b ．In the first morning in Spain, we saw Sagrada Familia.

 ─兼重・佐々木（2018：109）
（39a ）において、g o ＋ - i n g という表現の後に来る場所は、通例 t o によって導かれること
はなく、この場合であれば b y や a l o n g 等がよいだろう。（39b ）は On the first morningが正
しい。
　前置詞の有無により、自動詞と他動詞が混在している例も見られる。「犬を散歩させる」
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のであれば、（40a ）のような前置詞 w i t h を伴った自動詞ではなく、（40b ）のように他動詞
で用いるのが一般的である。他方、（41a ）の r i d e  o n と（41b ）の r i d e の違いは、話者が事態
をどのように捉えているかに由来する。o n が付けられている方は、「騎乗」のイメージが
より強いと考えることができるが、通例、o n なしで十分である。解説を付けないのであ
れば、どちらも前置詞を外して他動詞で統一した方がよいのではないだろうか。
　（40）　a ．I  a l w a y s  w a l k  w i t h  m y  d o g .  　─文部科学省（2018a ：108）
　　　　b ．Y e s , a n d  I  u s u a l l y  w a l k  m y  d o g .  　─文部科学省（2018d ：38）
　（41）　a ．Y o u  c a n  r i d e  o n  a  c a m e l .  　─文部科学省（2018d ：56）
　　　　b ．Y o u  c a n  r i d e  c a m e l s .  　─文部科学省（2018d ：58）

ú ．û ɹ動ࢺ

　動詞との関連で言えば、三人称単数現在の形態素 - s は児童が触れる英語にもしばしば
登場する。極めて単純な規則によっているが、日本人英語学習者には習得が難しい項目の
1つである。（42）のような提示の仕方は、いわゆる「三単現の - s 」が任意であることを含
意してしまうので適切ではない。
　（42）　H e  p r a c t i c e（s ） b a s e b a l l  e v e r y  d a y .　─吉田（2017b ：39）
　次に、個別の動詞に関わる問題を取り上げていく。まず（43）であるが、 t e a c h という動
詞は科目等を教える際に用いられ、口頭で道を教える場合は t e l l が使用される。また、間
接目的語に人（この場合は、文脈から h e r ）が来るべきであり、s t a t i o n は大文字で始める
必要がある。
　（43）　I  t a u g h t  h o w  t o  g e t  t o  ○○ s t a t i o n .　─兼重・佐々木（2018：145）
　続いて、「起きる」に相当する動詞である。英語では、「目を覚ます」ことは w a k e  u p で
表現し、「目を覚まし、ベッドから出る」ことまでであれば g e t  u p を使用する。下例はす
でにベッドから出ている状況を表しているので、g e t  u p で表現する方が自然である。
　（44）　Oh , y o u  h a v e  b r e a k f a s t  a t  s i x .   W o w , y o u  w a k e  u p  e a r l y ! 　─兼重・佐々木（2018：151）
　さらに、「読書が好きだ」という意味の英語は（45a ）のように r e a d（i n g ）だけで十分であり、
（45b ）のようにわざわざ b o o k s まで言う必要はない。「自動車を運転する」の d r i v e や「酒
を飲む」の d r i n k と同様、目的語を明示しなくてもよい。（45 c ）の場合、例えば b e f o r e 　
b e d 等を伴っていれば a  b o o k を目的語に取ることはできるが、一般論であれば目的語は不
要である。
　（45）　a ．I  l i k e  r e a d i n g .　─文部科学省（2018e ：36）
　　　　b ．I  l i k e  r e a d i n g  b o o k s .　─文部科学省（2018e ：40）
　　　　c ．I  l i k e  r e a d i n g  a  b o o k .　─菅（2018c ：50）
　下掲の（46）は、丁寧な勧誘表現である w o u l d  l i k e を教える際に注意を要する点について
の説明である。
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　（46）　 “W h a t  d o  y o u  l i k e ? ”が“W h a t  w o u l d  y o u  l i k e ? ”になると，丁寧な言い方になるこ
とを理解させる　─菅（2018b ：85）

確かに、W h a t  d o  y o u  l i k e ? は直説法であり、W h a t  w o u l d  y o u  l i k e ? は仮定法である。しかし、
後者は意味的には W h a t  d o  y o u  l i k e ? ではなく、W h a t  d o  y o u  w a n t ? の丁寧な言い方である。
なお、形式上、 w o u l d に対応する直説法の助動詞は w i l l であるが、通例、 W h a t  w i l l  y o u  

l i k e ? は使用されないと考えて差し支えない。

ú ．ü ɹදه๏ɾ۟ಡ๏

　英語の表記として好ましくない例が一部に見られるので指摘しておこう。（47a ）は大文
字と小文字の使い方に問題がある。正しくは t h e  T o w e r  o f  P i s a である。（47b ）の場合、 1　
と 2は o n e および t w o と英語で綴られているのに対して、 3だけが数字のままであり、表
記が統一されていない。基本的には、10（または11）から数字を用い、それまでの自然数
はスペルアウトする。
　（47）　a ．I  w a n t  t o  s e e  T h e  t o w e r  o f  P i s a .　─菅（2018b ：75）
　　　　b ．I  h a v e  t w o  p e n c i l s , o n e  e r a s e r , o n e  r e d  p e n  a n d  3  r u l e r s  i n  t h i s  p e n c i l  c a s e .

 ─兼重・佐々木（2018：117）
　次に、終止符、コンマ、疑問符の使い方である。まず、（48）は疑問文であるから、終止
符ではなく疑問符でなければならない。
　（48）　Do  y o u  h a v e  ～.　─吉田（2017a ：120）
　また、（49）のように、接続詞 b u t の後にコンマを入れることは絶対的な誤りではないも
のの、原則不要である。この現象は、日本語において「しかし」の後に読点を置く慣習が
あること、副詞 h o w e v e r が文頭にある場合、後にコンマを置かねばならないことの影響に
よる不適切な例であると考えられる。
　（49）　a ．Bu t , I  d o n ’t  l i k e  l i z a r d s .　─兼重・佐々木（2018：39）
　　　　b ．Bu t , I  c a n ’t  p l a y  s o c c e r .　─吉田（2017b ：105）
　下の（50a ）では疑問符が付けられているが、下降調で発音した場合は「何だと」という
言い返しの表現になりかねないので、（50b ）の終止符の方がより適切である。
　（50）　a ．E x c u s e  m e ? 　─文部科学省（2018a ：88）
　　　　b .　E x c u s e  m e .　─文部科学省（2018a ：117）
　細かいところではあるが、略号と句読点の関係で気になる例を示そう。（51）に示した通
り、OK と O. K . の 2種類の表記が見られるが、後者の場合、直後に終止符等の記号が来
たときにどう処理するかに関して揺れがある。（52）の P . E . の場合も、処理の方法が異なっ
ている。
　（51）　a ．OK .   L e t ’s  g o .　─文部科学省（2018d ： 7）
　　　　b ．Ar e  y o u  O. K ? 　─文部科学省（2018a ：36）
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　　　　c ．O. K . ? 　─吉田（2017b ：142）
　（52）　a ．I  h a v e  P .  E . , s c i e n c e , m a t h  a n d  s o c i a l  s t u d i e s .　─文部科学省（2018d ：28）
　　　　b ．I  h a v e  J a p a n e s e , s c i e n c e , m a t h , s o c i a l  s t u d i e s  a n d  P . E .　─文部科学省（2018d ：28）
句読法については、母語話者の間でも意見が分かれる。現実的な解決策としては、略号の
終止符が疑問符またはコンマ等と重なる場合は、（51c ）や（52a ）のように両方とも書き、文
全体の終止符と重なる場合は、（52b ）のように 1つで済ませるとよいであろう。

ú ．ý ɹͦのଞの

　ここまで問題点を分類しつつ、修正案を示してきたが、これら以外に改善を要する点を
いくつか指摘しておこう。まず、（53 a ）では f u n が形容詞の例として示されているが、純
然たる名詞である。その証拠に、（53b ）の f u n は a  l o t  o f の修飾を受けている。
　（53）　a ．I t  w a s  f u n .　─文部科学省（2018a ：97）
　　　　b ．I t ’s  a  l o t  o f  f u n .　─文部科学省（2018d ：53）
　次に、語順である。 1人称と他者を a n d で繋げる場合、主語の位置であれば「 2人称
（＋ 3人称）a n d  I 」と並べるのが基本である。したがって、（54a ）の並べ方は好ましくなく、
（54b ）が適切である。
　（54）　a ．I  a n d  m y  w i f e  l i k e  s a n d w i c h e s .　─兼重・佐々木（2018：55）
　　　　b ．M y  s i s t e r  a n d  I  l i k e  i t  s o  m u c h .　─文部科学省（2018e ：21）
　日本語における「アルファベット」は文字を意味することもあるかもしれないが、英語
の a l p h a b e t は音声を表記する文字体系を意味するため、（55）の 2例は修正が必要である。
　（55）　a ．W h a t  a l p h a b e t  d o  y o u  h a v e ? 　─菅（2018b ：26）
　　　　b ．W h a t  a l p h a b e t s  c a n  y o u  s e e ? 　─吉田（2017a ：148）
英語では、 1つひとつの文字は a l p h a b e t  l e t t e r と呼ばれるが、短く l e t t e r としてもよい。文
部科学省（2018b ：24）には、Ca n  y o u  s e e  a n y  l e t t e r s  o f  t h e  a l p h a b e t ? という文が登場するが、
これを利用して表現することもできる。
　続いて、r a i n  c a t s  a n d  d o g s という慣用表現である。
　（56）　Oh , i t  r a i n s  c a t s  a n d  d o g s .　─文部科学省（2018c ：11）
空から「犬と猫が降ってくる」わけであるから、児童が喜びそうな表現であることは確か
だが、古い表現であり生産性も低いので、I t  r a i n s  a  l o t  / v e r y  h e a v i l y . といった応用の利く表
現から学習すべきである。
　最後に、英語として文法的に誤りであるわけではないものの、形式面が重視され過ぎて
いるために、語用論的にやや適切でない例を指摘する。
　（57）　A:  Do  y o u  h a v e  a  r u l e r ?

　　　　B:  Y e s , I  d o .   I  h a v e  a  r u l e r .   / N o , I  d o n ’t .   I  d o n ’t  h a v e  a  r u l e r .

　 ─文部科学省（2018a ：36－37）



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 1号）

─ 42 ─

もちろん、場面にもよるが、上記の文法ドリルのようなやり取りは、対話例としては不自
然である。「外国語活動・外国語」では、文法偏重を避け、コミュニケーションを重視す
ることを目指すのであれば、下の（58）のようなやり取りを提示すべきであろう8）。
　（58）　a ．A:  Do  y o u  h a v e  a  r e d  p e n c i l ?

B:  Y e s , I  d o .   H e r e  y o u  a r e .　─菅（2017：72）
　　　　b ．A:  H e l l o .   Do  y o u  h a v e  a  p e n ? 　

B:  So r r y , n o , I  d o n ’t .　─文部科学省（2018a ：38）
答えが Y e s の場合、（58a ）のように相手の意図を理解した上で、 H e r e  y o u  a r e . といった発
話を伴いながらペンを渡す行為を遂行できるところまで、また答えが N o の場合は、（58b ）
のように謝罪機能を有する表現を付け加えるところまで指導したい9）。

û ．͓ΘΓʹ

　以上、小学校「外国語活動・外国語」の「学習指導要領解説」、文科省が発行している
教材と指導書、さらに教え方に関する市販の解説書の英文とその説明を点検してきた。と
くに指摘はしなかったが、単なる誤植と推測される誤りもあれば、思い違いによって生じ
ていると考えられる誤りも見られた。だが、紙幅の都合上、本稿では扱えなかったが、不
適切な事例はまだ数多く存在する。誤りを完全に無くすことは極めて困難であるが、外部
からの指摘を受けることによって修正が加えられ、よりよい教材や解説書へと改善されて
いくことが望まれる。小学校で「外国語活動・外国語」を担当する教員は、必ずしも英語
を専門としていないため、英語表現が文法的であるのかどうか、説明に妥当性があるのか
どうかを判断するのは容易ではない。教材や解説書は児童・教員に対して模範を提示すべ
きものであるが、それらを作成する側（とりわけ文科省や英語の専門家であるはずの編
者）が細心の注意を払わなければ、誤りや不適切な説明は教員を通じて児童にまで拡散さ
れていってしまう。本稿では自らの過去の反省を振り返りつつ、教材や解説書に現れた問
題点を指摘してきたが、ここでの議論が「重箱の隅をつつく揚げ足取り」と見なされるこ
となく、様々な改善へとつながっていくことを願うばかりである。
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1 ）英文の評価に当たっては、京都女子大学准教授の J o h n  Ca m p b e l l - L a r s e n 氏から母語話者としての貴重な助
言をいただいた。謝意を表すとともに、最終的な判断に関わる責任は筆者自身にあることを付け加えておく。
2）ついでながら、『ジーニアス英和辞典』や『ウィズダム英和辞典』は /eܼ/のように二重母音の後の要素に /ܼ/
という発音記号を用いることで、/ܼ/と /i /とでは音の質が異なることを明示している。どこまで精密に表記
するかは議論の余地があるが、そのまま発音をすれば「音韻的に通じる」程度の表記は必要であり、/eܼ/と
いう表記の方が優れていると言えよう。
3）ただし、文部科学省（2018 a ：103）は、説明の中で g を /d ʒí : /と表記しているが、 1音節であるにもかか
わらず、アクセント記号を付けている（左側のスラッシュの後で、誤って改行もしている）。この説明の直
前で d を /d i : /とアクセント記号なしで表記しており、両者間に一貫性が見られない。
4）なお、「今年、クリスマス・イブは日曜日に当たる」に相当する英語は Ch r i s t m a s  E v e  f a l l s  o n  a  Su n d a y  t h i s  

y e a r . であり、曜日に不定冠詞が付けられる。
5）菅（2018a ：106）に I t ’s  a  “M .”と I t ’s  a  “N .”という文が出てくるが、 M も N も発音は母音で始まるので、
冠詞は a n が正しい。
6）文部科学省（2018c ：32－33）にイラストが描かれている小学校には、 c l a s s r o o m が 1つしかない。だが、
全国的に見ても、そのような小学校は極めて稀な存在であろう。
7）文部科学省（2018c ：33）は、「指導者は，デジタル教材に映し出された校内地図の教室を指しながら，　

T h i s  i s  a  ～? と，児童に続きを言わせるようにして確認していくとよい」と説明している。学校施設の分類
（classification）が問題となっているのであれば、不定冠詞を伴う可能性はあるが、一般に学校を案内すると
いう行為は各施設の同定（identification）を行なうことが目的であるので、t h e  g y m , t h e  m u s i c  r o o m 等のよう
に定冠詞を付けて紹介する場合が多い。どのような状況でのコミュニケーションなのかにもよるが、上の説
明が誤解を招きかねないものであることは認識しておいた方がよい。
8）ただし、（57）のような例が、文法学習において言語形式を確認する上で有用であることまでは否定しない。
9）さらに自然な会話を意図するのであれば、（58 b ）にある H e l l o . という挨拶は E x c u s e  m e . のような質問をす
るときに用いられる表現に変更した方がよいであろう。現在の「外国語活動」で、この H e l l o . が過剰に使用
されている点が非常に気になる。
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